
令和８年度石川県水田収益力強化ビジョン 

 
 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

 

本県では、水稲作が農業産出額の５割、耕地面積の６割を占めており、本県農業の基幹作物とな

っている。 

 

主食用米については、近年の高温障害による品質・歩留まりの低下やインバウンド需要の増加に

より、供給量が需要量に対し不足したことで、令和 6年産から価格は大幅に上昇し、令和 7年産も

高価格で推移してきたが、政府備蓄米等による需給環境の変化に伴い、価格下落が続いている。令

和 8年産については、全国段階で過剰生産が危惧されており、再生産可能な農業経営の実現のため

には「需要に応じた計画生産」の徹底が不可欠となっている。 

 

 また、奥能登地域などでは、担い手の高齢化の進行や農家戸数の減少が顕著であり、耕作放棄地

の増加とともに、農業・農村が担う多面的機能の低下が懸念されていることに加え、令和６年能登

半島地震および奥能登豪雨により甚大な被害が発生し、令和８年産においても未だ十分に作付けが

回復しない状況にあるものの、全県での産地間調整により令和７年産とほぼ同等の作付面積を見込

んでいる。 

 

 一方、戦略作物については、南加賀・石川・中能登地域では麦・大豆、河北・中能登地域では飼

料用米などの作付が定着してきている。このうち麦・大豆については、地力低下や湿害による収量

や品質の低下、また飼料用米については、収量向上に向けた品種の選定と種子確保が課題となって

いる。 

 

 これらの状況を踏まえ、引き続き、米価の安定と主食用米の生産量の確保に向け、主食用米の産

地間調整により過不足のない作付を推進するとともに、国の支援を最大限活用し、県・生産者団体・

市町が一体となり水田のフル活用と被災地等での水田の保全を図りつつ、水田農業の収益最大化と

農業生産力の維持強化を図っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 高収益作物の導入や転換作物等の付加価値の向上等による収益力強化に向けた 

産地としての取組方針・目標 

 土地利用型作物で、市場から要望の高い白ねぎ、かぼちゃ、ブロッコリー、たまねぎの４品目の

ほか、従来から地域特産物として市町や地域が産地化を図ってきた品目を「産地戦略作物」と位置

づけ、県、市町、ＪＡ等関係団体が一体となった、きめ細やかな伴走支援により、産地の取組みを

支援する。 

また、①選ばれる産地づくり②担い手育成と産地拡大③広域産地体制の構築の３点を施策の柱と

して、園芸産地の活性化に取り組む。 

 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

実需者からのニーズに応じて麦・大豆及び収益性の高い産地戦略作物の作付拡大と産地育成を進

めるとともに、農家所得の最大化を図るため、可能な限り水田の高度利用を促進する。このため、

水稲作付後でも畑作物の作付けが可能な排水性の良い地域においては、麦・大豆と水稲によるブロ

ックローテーションを推進する。一方、排水性が悪く、収量が確保できない地域においては、担い

手の意向や土地利用の計画等を考慮した上で、排水性向上のため畑地化を推進するなど、地域の実

情に応じた作付転換を図る。 

また、地域活性化協議会による作付確認に併せ、ほ場の状態を点検・確認し、水田台帳を整備す

る。 

４ 作物ごとの取組方針等  

【基本方針】 

（１）主食用米の生産については、需給環境の安定に配慮しつつ、需要に応じた生産を基本に、

良質米生産県として消費者・実需者に選ばれる米づくりを行う。 

特に、令和８年産についても、能登半島地震および奥能登豪雨により、未だに十分な作付

ができない状況が続くことから、県全体で作付調整を行うことにより主食用米の生産量の確

保を図る。 

（２）実需者からのニーズが高い麦・大豆及び収益性の高い産地戦略作物の作付拡大と産地育成

を進めるとともに、水田の高度利用を促進することにより、農家の所得確保を図る。  

（３）麦・大豆や産地戦略作物の作付が困難な地域においては、飼料用米のほか、輸出用米、備

蓄米、加工用米並びに米粉用米を需要に応じて生産し、農家の所得確保と水田としての機能

維持を図るほか、被災により農地の復旧が間に合わず水稲の作付が難しい場合は、令和９年

産での水稲の作付再開に向け、地力増進作物等の作付けにより水田の保全を図り、耕作放棄

地の発生を防止する。  

（４）持続可能な農業生産に向けて、環境負荷の低減を図りながら、スマート農業技術の導入な                 

ど、生産性の向上を目指す。 



① 主食用米 

「うまい・きれい石川米づくり＋１運動」の展開を通じて、猛暑が常態化する可能性が

あることを踏まえて気象災害に対応した栽培管理指導を強化し、品質の向上に努め、良質

米産地として石川米ブランドを確立するとともに、省力・低コスト技術等の導入により収

益性向上を図る。 

このため、適切な水管理や施肥など生産技術対策の着実な実施を基本に、地域の実情に

応じたきめ細かな取組を進め、実需者に選ばれる良質米産地として、品質・食味の高位安

定化を図る。 

 

② 麦・大豆 

水田の高度利用により、所得の向上を図る観点から、本県の転作における土地利用型作

物として位置づけ、水稲との２年３作体系を構築するとともに、共同利用施設の整備等を

通じて、実需者に対する安定供給を行ってきた。 

今後とも、担い手への集積、作付の団地化を推進するとともに、生産の拡大を行う。 

また、収量の増大・安定化を図るため、排水対策（心土破砕・額物明渠）や土づくり資

材の散布を推進する。 

 

③ 高収益作物（園芸作物等） 

水田を活用した高収益作物の産地育成を図る。特に、ねぎ、かぼちゃ、ブロッコリー、

たまねぎについては重点的に推進しており、新規生産者の掘り起こしや排水対策の徹底と

いった課題に対して、講習会の開催や巡回指導を実施し、県、市町、ＪＡ等関係団体が一

体となって連携し、二毛作を含めた生産拡大を図る。 

また、今後さらに需要増が見込まれる加工・業務用野菜の生産を振興する。 

 

④ 非主食用米 

麦・大豆などの畑作物等の作付に適さない湿田地域においても取組が可能であり、現有

の機械装備が活用できることから、被災により水稲作付ができない面積を考慮しつつ、品

目毎の需要に応じて、二毛作での農地利用も含め最大限に作付を推進し、農家所得の確保

を図るとともに水田としての機能を維持する。 

ア 飼料用米 

中長期的に主食用米の需要減少が見込まれる中、飼料用米は国からの交付金を含めて

安定的な手取りが見込めることから、需要に応じた導入を推進する。 

導入生産者の作付体系に応じて、多収品種での取組を推進し、耕種農家と畜産農家な

ど実需者との連携を図る体制を整備する。 

イ 輸出用米 

輸出用米については、海外の需要の把握に努めるとともに、他の非主食用米並の所得

水準維持を前提に販路を確保し、生産に取り組む。 



ウ 備蓄米 

備蓄米は、県別優先枠が配分され、産地として継続的に取り組めるインセンティブが

与えられており、県全体の主食用米の需要量を確保したうえで、農家所得の確保のため

に最大限取り組む。 

エ 加工用米・米粉用米・ＷＣＳ用稲 

加工用米は、事前契約等により出来秋の価格に左右されず、経営の安定に繋がること

から需要に応じた生産に取り組む。 

米粉用米は、全国的にはグルテンフリーの特徴を活かした商品開発が進んできている

ことから、需要に応じた作付を図る。  

ＷＣＳ用稲は、石川・奥能登地域など県内の一部で取組が見られており、購入飼料の

価格が高騰している中で、今後も引き続き耕種農家の収益確保と畜産農家の生産コスト

低減に向け、耕種農家と畜産農家との連携を図るとともに作付を推進する。 

⑤ そば・なたね 

中山間地や、地力の低い地域など麦・大豆等の作付けが困難な地域において、作付を推

進する。 

また、生産者の所得増大を図るため、他の作物と組み合わせた二毛作を推進する。 

⑥ 地力増進作物 

麦・大豆や高収益作物、水稲の収量確保のため、それらの作付の前後において二毛作を

含めた地力増進作物（ソルガム、えん麦、れんげ、ひまわり等）の導入を推進する。ま

た、能登地域において、被災農地の復旧状況によってやむを得ず水稲が作付出来ない農地

についても、畑作物の作付けが困難な生産者に対し、農地の保全と地力増進作物の導入を

推進し、次年度以降の水稲収量確保を目指す。 

⑦ 飼料作物 

購入飼料の価格が高騰している中で、今後も引き続き耕種農家の収益確保と畜産農家の

生産コスト低減に向け、耕種農家と畜産農家との連携を図るとともに、二毛作を含めた作

付を推進する。 

 

 

 



５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

22,076 0 22,095 0 20,869 0

226 0 258 0 796 0

129 0 113 0 654 0

234 0 246 0 389 0

82 0 112 0 201 0

120 103 4 146 0

482 165 599 121 562 164

1,500 378 1,288 279 1,760 365

1,457 374 1,253 278 1,693 365

43 4 36 1 67 0

1,087 276 1,078 209 1,397 411

42 11 37 9 52 16

1 0 1 0 1 0

303 143 329 162 378 103

0 0 0 0 0 0

177 29 97 46 95 49

442 129 517 129 584 144

43 0 43 0 61 0

88 3 109 20 121 3

220 123 254 106 261 133

17 0 18 0 30 0

74 3 92 3 111 8

・野菜 50 2 56 3 66 2

・雑穀 9 1 10 0 20 6

・その他 14 0 26 0 25 0

456 0 507 0 548 0

318 0 366 0 390 0

47 0 50 0 51 0

90 0 89 0 104 0

2 0 2 0 3 0

28 0 26 0 32 0

1 0 2 0 2 0

18 0 15 0 21 0

10 0 10 0 10 0

2 0 2 0 3 0

・地域で設定した高収益作物

地域振興作物等
※産地戦略作物を除く

・雑穀

・景観形成

・その他

畑地化

・果樹

なたね

地力増進作物

産地戦略作物

ねぎ

かぼちゃ

ブロッコリー

たまねぎ

知事特認作物

高収益作物

・野菜

・花き・花木

そば

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米

麦

・大麦

・小麦

大豆

飼料作物

・子実用とうもろこし

備蓄米

作物等（水田）
前年度作付面積等

当年度の
作付予定面積等

令和８年度の
作付目標面積等

主食用米



６　課題解決に向けた取組及び目標

946.5 ha2 （基幹作物・二毛作）麦、大豆 麦・大豆収量向上助成
実施面積

（基幹作・二毛作計）
901.9 ha

56.7 ha

R8年度（目標面積）

整理
番号

対象作物 使途名 目標
R7年度（実績）

ha 879.8 ha

1
（基幹作物・二毛作）
　ねぎ、かぼちゃ、ブロッコリー、たまねぎ

新規作付面積助成 総作付面積 38.7 ha

3

（二毛作）
　ねぎ、かぼちゃ、ブロッコリー、たまねぎ、麦、大豆、
　飼料作物、WCS用稲、加工用米、飼料用米、米粉用米、
　新市場開拓用米、そば、なたね、地力増進作物

二毛作助成 二毛作実施面積 1,079.9



都道府県名：石川県

1 新規作付面積助成 1 19,000 　　ねぎ、かぼちゃ、ブロッコリー、たまねぎ
当年度に対象作物を新規に作付
※新規作付面積に応じて助成

1 新規作付面積助成（二毛作） 2 19,000 　　ねぎ、かぼちゃ、ブロッコリー、たまねぎ
当年度に対象作物を新規に作付
※新規作付面積に応じて助成

2 麦・大豆収量向上助成 1
8,000

（上限単価　15,000）
　　麦、大豆

収量向上に向け、
・土づくり資材（堆肥・土づくり資材）の施用
・心土破砕（サブソイラ等）による排水性の改善
・額縁明渠の設置
を実施

2 麦・大豆収量向上助成（二毛作） 2
8,000

（上限単価　15,000）
　　麦、大豆

収量向上に向け、
・土づくり資材（堆肥・土づくり資材）の施用
・心土破砕（サブソイラ等）による排水性の改善
・額縁明渠の設置
を実施

3 二毛作助成（二毛作） 2
12,000

（上限単価　15,000）

　　ねぎ、かぼちゃ、ブロッコリー、たまねぎ、
　　麦、大豆、飼料作物、ＷＣＳ用稲、加工用米、
　　飼料用米、米粉用米、新市場開拓用米、そば、
　　なたね、地力増進作物

主食用米、備蓄用米、麦、大豆、飼料作物、ＷＣＳ用稲、加工用米、
飼料用米、米粉用米、新市場開拓用米、そば、地力増進作物、なたね、
ねぎ、かぼちゃ、ブロッコリー、たまねぎのいずれかを基幹作とし、
二毛作で対象作物を作付
※地力増進作物のみの組み合わせによる二毛作は対象外とする。

７　産地交付金の活用方法の概要

対象作物 取組要件等

整
理
番
号

使途
作
期
等

単価
（円/10a）

※単価は上限であり、実際の取組状況によって変動する。


